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５．課題

学内に広く募集する・・といっても、結局顔ぶれはいつも同じ？
二極化問題：特定の多く参加する学生／全く参加しない学生
→ 多種多様な活動機会の提供で、ある程度は多様な顔ぶれになる？

個人差のある「ちょうどよい距離」「居心地の良い場」の感覚
深い関わりは必ずしも求められていない／しかし、関わりがないと寂しい
機会を提供しても、強制されたものと捉えられると「居心地の良い場」になりにくい
→ 常にほどよい距離感形成について調整する意識を持つ

機会は提供しても、希望する人が参加するという形式を保つぐらいしか・・・

大学の外で学生の安全をどのように担保するのか？
外部でのハラスメント対策・人足的あるいは消費的な使われたかをどう防ぐか？
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４．大学・地域交流センターの取組み（５）

所属感のある居場所となる学生団体の発表の場をつくる（地域交流センター）

背景・課題（省略）

対策：学生団体の発表の場を用意する・評価する
→ 学生団体の共同作業・活動振返り・モチベーション向上の契機として

 学内外で発表の場を用意する・表彰する

事例：文京区学生支援担当者連絡会主催・学生地域活動報告会
（区内大学の地域関連担当者の会議で企画・区内８大学参加）

本学独自の地域活動成果報告会
  （学内のゼミ・部活・各種団体に呼びかけ実施・学長賞等賞金有）
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team彩について

心理学部

4年生

3年生

2年生

1年生

team彩

心理学部生

1～3年生合計で約100名が所属し
ているが、
実際に活動に参加できているのは
60～70名ほど・・・
→それでもOK！

教員：学生生活主任、学生生活
担当の教員を中心に

職員：教務課（私）

教職員

サポート
コーディネーター
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学生コミュニティ立ち上げの経緯（学生向け）

心理学部を盛り上げていきたい！でも学生が楽しくなければ盛り上がらない！
その中心は？学生でしょ！！

心理学部学生コミュニティ「team彩」とは
一つのコミュニティ・プラットフォーム。
学生同士が自由に交流し、自由にプロジェクトを企画・立案し運営することのできる場所。
大学行事等における企画・立案・運営もありますが、それだけを行う集まりではなく、心理学部の
学年の垣根を越えた交流を目的として「こんなことする/したいけど、参加する人この指とまれ」の
活動を創造する場所です。
team彩から様々なものが創造され、team彩の内・外に広がっていく。
そのような活動の場になればと願い、立ち上がりました。

学生が持つポテンシャルを発揮してもらえる場を作ろう！
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↓

学生コミュニティ立ち上げの経緯

心理学部は新設学部で1期生しか先輩がいない（2024年度時点）。
これからの専門的な授業や学びのことを聞ける関係性が希薄。

学生同士の学年の垣根を超えた交流を目的とした
学生主体の活動団体

学生主体で活動内容を企画、立案、運営し、
学年の垣根を越えてコミュニケーションを図り、

「たて×よこ」のつながりを創出する

→サークルではなく、心理学部の中で先輩・後輩のつながりを作ってもらいたい。
これから入ってくる後輩にも心理学部の楽しさを伝えてもらいたい。
（新入生歓迎イベントやオープンキャンパスを手伝ってもらいたい…）
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龍谷大学心理学部の概要

文学部臨床心理学科を前身として、2023年度に新設。
公認心理師受験資格課程を設置。
データサイエンス、キャリア教育にも注力。

※2025年度には文学研究科臨床心理学専攻を前身として、
心理学研究科臨床心理学専攻を新設。

学部名称 学科名称 学位 入学定員 編入学定員
＜3年次＞ 収容定員

心理学部 心理学科 学士
（心理学） 255名 10名 1,040名

※1・2年次：深草キャンパス ／ 3・4年次：大宮キャンパス
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自己紹介

中尾 覚（なかお さとる）
龍谷大学 心理学部教務課 兼）文学部教務課

2023年～
教授会、入試、広報、学生生活、障がい学生、教務、電算…Ryukoku University

学生コミュニティの立ち上げ・運営をとおして
学生による学生のための「居場所」づくり

2026年2月28日
龍谷大学心理学部教務課 中尾 覚

大学コンソーシアム京都 FD・SDフォーラム

中尾　覚　龍谷大学 心理学部 教務課 兼 文学部 教務課 職員
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team彩は学生の居場所・・？

大前提：大学の中に居場所はさまざま。1人でも過ごせる。

team彩の活動を通じて感じること・・・
〇学生同士のつながりがあると、そのつながりが居場所に
→いつものメンツがいる安心感

〇チームとして動いていれば、組織が居場所に
このチームの中で、このメンバーと「なにかやりたい、なにか始めたい」
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心理学部独自の取り組み

〇学生支援報告シート
ゼミなどで欠席が続く学生、一定のフォローが必要な学生に
ついて、ゼミとりまとめ教員や学生生活主任へ情報を共有し、
教務課も一体的に学生を支援していくフローを構築。
→ゼミ担当教員が面談等を通じて、当該学生の学生生活や困
りごとを把握する。
※報告シートにおいて、当該学生の状況を集約している。

適宜、こころの相談室や障がい学生支援室へつなげることな
ど、学生の修学が継続できるよう教員・職員が連携している。
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1年間の活動成果と今後の展望・期待

【活動成果】
〇3年生、2年生を中心に新入生交流会や相談会を実施できた
〇学年の垣根を超えた学生の「たて」のつながりができた
〇同学年でもこれまで交流のなかった学生の「よこ」のつながりができた
〇オープンキャンパスでは受験生に向けて心理学部の学びをリアルに
伝えることができた

〇1年生は新入生交流会での先輩の姿を見て「team彩に入りたい！」
（先輩の姿を見て意欲・憧れを持ってくれる循環）

【展望・期待】
〇就職活動や大学院進学など、心理学部生ならではの悩みや相談ができる企画を
考えて欲しい

〇1期生卒業後は同窓会の中心メンバーを担ってもらいたい
〇社会人になってもteam彩や現役の心理学部の学生とつながりを持ってほしい
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活動のルール

①メンバー間での積極的なコミュニケーション。

②互いを認め合い、多様なアイディアが出せる環境づくり。

③学年の垣根を超えて互いを支え合い、心理学部全体を盛り上げる。

④交流の場であるミーティングには積極的に参加する。
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team彩の活動

新入生歓迎会/相談会

夏のオープンキャンパス

履修相談会

team彩交流会

心理学会企画運営サポート
（新入生交流会、学会講演会）

team彩メンバー募集企画
など

年間行事
企画活動

ボトムアップ
自由企画活動

やりたい企画を自由に立案・
企画・運営する活動

例）
心理学勉強会

バーベキューなど交流会企画

ボランティア企画

心理学部を盛り上げる企画

心理学研究プロジェクト企画
など

自由参加型全員参加型
8© RYUKOKU UNIVERSITY  All Rights Reserved.

参考：他の学生団体

文学部：学生支援サークル

経済学部：ピア・サポーター

法学部：学生広報団体、クラスサポーター

政策学部：学生広報団体、クラスサポーター、正課外活動

入試部：アドミッション・サポーター

キャリアセンター：キャリア・サポーター

オープンキャンパスでの企画や運
営を職員とともに担っている。
深草・大宮・瀬田で活動。
代表や副代表、各活動班が充実。
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木原 考晃 氏　　京都芸術大学 広報課 課長

勝屋 藍太 氏　　立命館大学 広報課 課長

岡 　堅太 氏　　大阪大学 広報・ブランド戦略本部 副本部長
                                  ／クリエイティブユニット 准教授　　　　　

木村 修平 氏　　立命館大学 生命科学部 教授

・・・

・・・

第５分科会

報告者

コーディネーター

つなぐ広報、ひらく大学
～教職協働で育む大学の魅力と未来～
つなぐ広報、ひらく大学

～教職協働で育む大学の魅力と未来～

スライド 13 スライド 14
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学生の居場所について

個人の意見としては・・・
大学は“義務教育”ではない＝自主的に学び、成長していく場所
「自己責任」のもとで学生は学んでいくべき

ただ・・・
学生が大学に来ることができない、大学に来ても「居場所（≠物理的）」がない
と感じている学生が多い？
→学生がいかに安心できる場を作るのかが課題
※相談できる教員、相談できる職員・・・
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